





A Survey of the English Education at Medical Colleges and 
a Perspective on the English Teaching in the General Education 
Koju FUJIEDA 
Deρartment 01 English 
Abstract: To investigate what changes the 1991 Governmental Relaxation of the Requirements for 
College Education Regulations has brought about in the English education at medical colleges in 
Japan， a questionnaire was conducted at 14 medical colleges in July， 1998. The main results were: 
(1) The total teaching time for the required English has dropped from 200 hrs to 162. (2) The maxi-
mum English learning time has dropped from 368 hrs to 197. (3) Many more English credits are 
required of the first year students (4.5 credits) than of the second (2.4)， (4) At seven medical col-
leges medical English istaught for 35.2 hrs on average， mostly by foreign teachers of English. (5) 
In the nursing departments， the required English is taught for 108 hrs and the maximum English 
learning time is 158 hrs. The survey led the author to the necessity of having a thorough perspec-
tive of the English education in the medical college and he tentatively proposes a comprehensive cur-
riculum. Accordingly， there wiU be four types of English education for a medical college: Cultural 
English (CE)， Cultural-Medical English (CME)， Specialized Medical English (SME)， and Applied 
Medical English (AME). CE and CME are taught to the first and second year students by the 
English teachers， the former dealing with general， cultural themes and the latter with those 
medicine-related general topics and terms which will motivate the medical students. SME mainly 
deals with medical terms and expressions used in the basic and clinical medicine and will be taught 
to the third through sixth year students by medical course teachers. AME isa self-teaching course 
for graduate students and is involved with the real use of medical English in article reading and 
writing， presentation and discussion， and clinical conversations in the hospitaL In addition， the 
author introduces some useful teaching materials for CME， and lastly he invites al the English 
teachers at medical colleges to cooperate to form the best English education curriculum for medical 
and nursing students. 













































10大学である O そのうち看護学科も併せて担当させているのが前者で 2大学，後者で 5大
学である O 医学科だけで 3 人を配している G大学と L大学に注目した~，。特に L大学にお













非常勤講師の数は 1-2人のところが6大学あり o人のところは常勤3人を置く G，
J， Lの3大学であるo 外人教師のいなL、M，N大学では非常勤で2人の外人講師をとっ
ているo B大学では非常勤7人(その内の 6人が外人講師)が平均2.8コマを担当してお
り，特異的である o N a ti ve speakersになるべく多く触れさせようと言う教育方針であろ






入学英語クラス専任 専任 1コマ 専任教 非常勤 非常勤 ブース数
定員 人数 教員数教員 の時間 員平均 講師数 講師 (設置・更新*
大学ー 名 くl年次> (会話ク(内数外人)平 均 (分) 持ち時間 (内数 平均 年度)
ラス人数) 持コマ数 (時間) 外人) 持コマ数く利用時間>
(時間)










2 (1) 7 100 11.7 2 (1) 2 
60 (79) 
(25) <30> 
D 100 50 2 (1) 4.5 90 6.75 
く--> 
E 100 50 2 (1) 5 90 7.5 2 2 
54 (81) 
(25) く45>
F 100 50 2 (1) 5.5 90 8.25 
60t (94) 
く45>
G 85 43 3 (1) 4 100 6.7 。 58 (81) 
く100>
H 95 24 2 (1) 4.3 75 5.4 5 (1) 2.4 
く--->
95 46 2 (1) 8 60 8 2 2 
60 (83) 
く120>




3 (1) 4.3 90 7 1 (1) 2 
64 (94キ)
(24) < 45> 
L 100 25 3 (2) 5 100 8.3 。
く>
M 80 40 2 (0) 3 90 4.5 2 (2) 1 
48(98ホ)
く135>




















にも当たる o L Lが，現在しきりに要求されている communicativeEnglishの基礎を
なす listeningと speakingの能力養成に必須の設備であることは今や常識である o 大
学設置者の英明なる決断によって早急に更新が可能になることが切望されるO
F大学はLLではなく，“コンビューターネットワーク"を新設して語学教育に利用して
いる。今やLLはCA L L (Computer Assisted Language Learning)の時代になってい
る。ハードとソフトの両面で時代に即応したCALLを実現するには，教師の側にかなり
専門的な知識と技術が必要である O しかも医学部には「医学英語」という独特の教育目標








で幅広く分散しているが，半数近い 6大学では 8単位であり，単純平均は7.1単位となる O
しかし単位の算定基準が必ずしも一定していなL、。すはわち90分授業15回で l単位とす
る大学が8大学と比較的多いが， 100分授業15回で2単位(2大学)， 75分授業20回で l
単位(1大学)等と算定するところもある O
単純平均でみて，必修英語の7単位は 1年次に4.5単位 2年次に2.4単位配分されてお









表 2 医科大の英語の単位と時間数(医学科) 0998年7月現在)
教養英語単位数 実質時間数(単位- 時間〉
大学名
選択 単位 必修 選択医学学部英学部英語
備 考必 修 *英語選 算定法 場英語英語語必修最大修得




A 8 (4 ，4 0) 2 102型 100 25 100 125 
必修で医英的題材も扱う
1-5年に自由科目英会話




4 (3， 1， 0) (内2はゼn 112.5 (5年) 選択は実用英語(会話)
C 
4 200 100 200 300 
必修で医英的題材も扱う
8 (4， 4， 0) (1-4年) 100型 選択は実用英語(会話)
D 10 (9， 1， 0) 2 92型 135 45 30(4年〕 135 180 必修で医英的題材も扱う90型 選択に含む
E 8 (4， 4， 0) 4# 90型 180 90 180 270 
必修で医英的題材も扱う
#選択は会話
F 6 (4， 2， 0) 1# 90型 135 22.5 135 157.5 
必修で医英的題材も扱う
必修に会話を含む
G 8 (4， 4， 0) 。100型 200 。 200 200 必修で医英的題材も扱う必修に実用英語を含む
H 3 (3， 0， 0) 2 75型 75 50 
60本
135 185 必修で医英的題材も扱う(2年)
4 (2， 2， 0) 2* 60型 120 60' 180 180 
必修で医英的題材も披う
必修，選択は会話を含む
J 8 (6， 2， 0) 。 90型 180 。24ホ 204 204 必修で医英的題材も扱う(2，4年) 必修に会話を含む
K 6 (4， 2， 0) 2 90型 135 45 135 180 
必修で医英的題材も扱う
必修に実用訓練あり
L 12 (8， 2， 2) 。102型 150 。50' 200 200 必修に会話8単位を含む(2年)
M 6 (4， 2， 0) 。 90型 135 。45本 180 180 必修で医英的題材も拙う(2-3年)
N 8 (4， 4， 0) 。 90型 180 。必2(修2に年‘含5) む 180 180 必修に会話4単位を含む必修で医英的題材も扱う
平均 7.1 






102型 100分 x15回 2単位 90型: 90分 x15回 1単位
100型 100分 x15回単位 75型: 75分 x20回単位




























102型: 100分 × 15回 2単位
100型: 100分 × 15回 1単位
92型: 90分 × 30回 4単位
90型: 90分 × 15回 1単位
75型: 75分 × 20回 一 1単位






























も見受けられる O それらの教材で英語のどの技能を習得させるかといえば reading，
writing， listening， speakingの4技能全体にわたって教育しようという方針がこれまた












大学のみであるO 実施時期でいえば， 2年次に履修させるのが3大学 2年次から 3乃至











時間 担当者・数 責任者 教科内容 テキスト 用大学年次*必修 (内訳) (キー ワー ド) 日三五仁3
英4(外部外人3) 英十専. ME概論， ME論文，B 5 15* 専2(外部講師1)(M教務委員長 D同Pロ-Jレ 日
ケー スレポー ト， etc. 




E 2 60草 英語2(外部1， 英語
遺伝学，生理学，基礎 Endish for 
E 外人1)，専門1 医学の用語等 Medical Students (南雲堂)
J 2，4 24本 英語以外人1) ノ~至ロ宝口王 身体器官， ME用語， E 臨床会話，記録等
L 2 50本 英語1(外人1) 1ヌ古ミ舌ロ五口 Eで論理・分析能力， Writing about E 書く力，解剖，症例 Science (開文社)
専門(基礎医学の 専門 解剖，生理，生化学のM 2-3 45* 全教授・助教授) (基礎教授) 英語テキスト読解; E./J 小人数制
医学初歩英語会話，
医学英会話の実際 E/J N 2 2.5*英語1 英語 MEの術語，表現，
臨床各科別 (南雲堂)























学看護学部の80名以外は全部60名である O 英語のクラスサイズは60人とする 4大学の他




ほぼ同じ (7.5-7.6)である O 非常勤講師数，同持ちコマ数， LLの利用時数が少ないの
は，単位数，学生定員が少ないのであるから当然であろう o L Lについて特記すべきこと
は， M大学の場合，看護学部ということで独自のLLを設置しているということであるO
i)英語の単位と時間数 (表5参照)
看護学科で英語の必修を6単位 4単位とするのがいずれも 5大学あり 1大学のみが
3単位であるo 9大学の平均は4.8単位である O 学年配当は 1年次に集中して平均で3.2単




は67.5-135時間(平均107.5時間)である O 医学科の場合と同じく大学問の較差が大き ~\o
表 4 医科大の英語教育に関わる諸条件(看護学科) (1998年7月現在)
大学名 入学 ~ノ古、去ロ五'" 専任 専任教員 lコマ 専任教員 非常勤 非常勤 LL:ブース数クラス
定員 人数 教員数 平均持 の時間 平均持 講師数講師平均 (設置・
く1年次>会話 (内数外人) コマ数 (分) ち時間(内数外人)持コマ数 更新年度)
クラス (時間) く利用時間>
人数)
A 60 30 M M 100 M 4 1.8 70 (84つく80>
B 60 30 5 90 7.5 5 (4) 2 
56 (82) 
く23>
C 60 60(30) M M 100 M M M 
60 (79) 
く0>
D 60 30 1 4.5 90 6.45 。 。 く〉
E 60 30 M M 90 M 2 2 54 (81) く45>
F 60 60 M M 90 M 1 1 60
t (94) 
く45>
H 60 30 M M 75 M 3 0.7 
く--> 
60 30 ら 90 7.5 。 。 60 (83) く 60>
J 60 60 M M 90 M 。 。 72 (97) く 23>
K 60 60(30) M M 90 M M M 64 (94つく45>
M 80 40 2 6 90 9 。 。 45(98ホ)く135>











表 5 医科大の英語の単位と時間数(看護学科) (1998年7月現在)
教養英語単位数 実質時間数(単位: 時間)
大学名
必修 選択 単位 必修選択看護英語学部英学部英語 備 考(1， 2， 3年次) 本英語選択 算定法 (年次) 語必修最大修得
必修;# 必修合計可能時数
読替可
A 6 (4， 2， 0) 2 (自由〉 102型 75 25 75 100 
医療，健康の題材もあり
L&S に重点
B 6 (4， 2， 0) 2 90型 135 45 135 180 医療，健康の題材もあり
C 4 (4， 0， 0) 4 100型 100 100 100 200 
必修に会話2単位を含む
医英の基礎を扱う
D 3 (2， 1， 0) 2 (自由〉 90型 67.5 45 22.6(詐ド)必修に含む 67.5 112.5医療，健康の題材もあり
E 6 (4， 2， 0) 。 90型 135 。 135 135 医療，健康の題材もあり会話を含む
F 4 (4， 0， 0) 2 90型 90 45 90 135 
選択は会話，コンビュー
ターを含む
H 4 (1， 1， 2) 4 (自由) 75型 100 100 50 (3年) 100 200 
医療，健康の題材もあり
必修に含む 会話を含む
4 (4， 0， 0) 2 60型 120 60 120 180 会話を含む
J 2 (自由) 90型 90 45 90 135 
医学英語の語棄を扱う
4 (2， 2， 0) ~ 4年) 自由科目は会話
K 6 (4， 2， 0) 2 90型 135 45 45 (2年〕 135 180 
医学英語の語棄を扱う
必修に含む 会話を含む

















































学年 教養教育 ( 1-2年) 専門教育 (3-6年) (大学院)
名称 教養英語 教養医学英語 専門医学英語 応用医学英語
大学生の教養として， 基礎，臨床の専門医また「人間」の疾病 医学に関連する題材
に関わる医師の卵と を用いて4技能を習 学で用いられる英語 英語で医学を宙開・
して，人間・文化全 熟させ，医学への動 の基本的な語葉，表 発表し，医療活動目標 般に関する題材によ 機付けと，基礎的な 現等についての知識 をする実力を養成
仏大学生にふさわ 医学用語・表現等の 修得を目指し 4技 するo
しい英語の4技能を を修得を期するD 能にわたる英語能力
習熟させる。 を維持・進展するO
単位 4 単位 4 単位 45時間 随時(時間) (90時間〉 (90時間) (22.5時間 x2) 
必修/ 必修 必修 選択必修 個人研修選択 (小人数制)
教育 教養英語教員 教養英語教員 専門医学教員
担当 (含外人教師等〉 (含外人教師等) 指導教官





W 自由作文，手紙，書式記入，観察記録..，・H ・..要旨，レポー ト，論文
等について実際的
(4技能) L: 大意把握，精聴，書き取り…...・H ・.，・H ・'note-taking に英語利用S: 発音，朗読， shadowing，対話， speech…debate 
資格
英語検定 (ST E P) ECFMG 


































精密聴解， dictation16等の訓練が必要である o Speakingにおいては，個々の音素発音の
他，イントネーション，リズムを重視する音声訓練(例えば， jazz chant)， shadowing， 
TPR (Total Physical Response)等発話の基礎練習を経てから実際の対話， スピーチ発
表の訓練に及ぷ方策が考えられるo




















v '0 医学の専門的知識のない教養教育の英語教員は分を弁えるべきである O ただ，語学的






























1 Virginia M. Axline: Dibs in Search of Self (Penguin Books， 1964; 198pp.) 
内容:自閉症の少年Dibsが著者のplaytherapyを受けていく中に徐々に自己開放の道を
発見してL吋記録であるO 治療者とクライアン卜との言動が客観的に記述してあり，







2 Edward Rosenbaum， M.D.: The Doctor (orig. A Taste 01 AめJ Own Medicine) 
























4 Da vid Crystal: Listen to Y our Child -A p，αrent's Guide to Children's Lαnguαge 











5 Echo Heron， R.N.: Intensive Cαre-The Story 01 αNurse CIvy Books， 1987， 371pp) 






































8 VOA Science Reports 
内容:短波放送VOAがspecialEnglish番組で、いろいろな科学の話題を放送した際， これ
を録音筆耕して，聞き取り練習用のクローズ問題集を自家作成した。その中で特
に医学関係のもの(例 "TheJohns Hopkins Hospital，" "Breast Cancer，" 






























































5 1972年の調査では50分， 80分， 85分， 90分， 100分， 110分の 6種類があり，主流は100分
(54%)と90分 (33%)であったとt，う o (参考文献 #6，p.26参照)
6 例えば“English in Medicine (Cambridge UP)"，“N ew World in Life Science 
(Hokuseido)" ，“Anαtomy ofαn Illness (by Norman Cousins)ぺ“Englishfor MedicαJ 
Students (Nan'undo)"， r医療・看護・歯科英語基本用語用例集(南雲堂)J. “Health 




8 例えば Health Comes First (英潮社)， L約 αndHealth Cαre (三修社)， Health Cαre 
Todα:y (朝日出版)， r学生のためのCurrentMedical EnglishJ (医学書院)， r英語で読む
看護覚え書J，Quickαnd Eαsy Medical Terminology， r看護のための教育学J，Intensiue 
















18 実際には医学生全員が将来医学英語を必要とするか否か疑問である O 教育職の道を選んだ
医部教授らにとって英語は必須の道具であるが，単なる開業医になった場合にどれだけ英語
を実際に必要とするのであろうか。医師会などの率直な意見を聞きたいものである O
19 Educational Commission for Foreign Medical Graduates 







の結果より-J ~医学教育』第27巻・第 6 号.
2 植村研一，他8人(1996).I医学部における英語教育カリキュラム試案J~医学教育J
第27巻・第6号.








7 Tamamaki， Kinko &】¥ojuFujieda (1997). "Dictation or Consolidation: A 
Comparative Study on the Effectiveness of Two Learning Strategies 
for 1mprovement of Listening Ability，" Bulletin 01 Liberαl Arts， 
Fukui Medical School No.16. 
8 Tamamaki， Kinko & Koju Fujieda (1998). "A Survey on the Knowledge of 
Medicine-related Vocabulary of Japanese Medical and Nursing 
Students，" Bulletin 01 Liberαl Arts， Fukui Medical School No.17. 
9 藤枝宏書&Randolph Mann (1995). Seeing 1s Writing: Model Essays by 




1 藤枝宏書(1998). I多読指導におけるPaperbackの利用Jr大学英語教育学会 (JA 
C E T) 1998年度中部支部大会発表要旨』
12 藤枝宏書(1998). I一般教育英語における医学関連ビデオ教材Jr日本医学英語教育
研究会第 1回学術集会抄録集」
13 藤枝宏書，玉巻欣子， Randolph Mann (1998). rこれだけは知っておきたい医学英
語の基本用語と表現Jl.メジカルビュー杜.
14 Echo Heron原著;藤枝宏書， Randolph Mann編註(1998).Intensive Cαre-The 
Story 01αNurse.日本看護協会出版会.
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